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↑新入生代表宣誓 

 

  
↑新入生代表挨拶 

 
 

職種 氏名 教科 前任校等 ちょっと ひとこと 

校長 久保田 幸成 国語 高校教育課 勤務して 1 カ月、島原高校は素晴らしい！！ 

教頭 竹田 聖基 英語 清峰高校 島高のために精一杯頑張ります！  

事務長 西田 伸一  教育環境整備課 一生懸命頑張ります。  

教諭 

林 由美 化学 新規採用 島高の生徒の明るさに元気をもらっています。楽しもう。  

森下 美保子 英語 豊玉高校 母校に勤務できて光栄です。一緒に頑張りましょう！  

田頭 謙治 生物 壱岐高校 
生徒の皆さんとともに成長できるよう、自分のできること

を頑張ります。  

入里 美穂 国語 長崎東中学校 
一緒に頑張りましょう！  

島原のおすすめのお店教えてください！  

江口 真矩 国語 猶興館高校 元気に楽しく明るくいきましょう。  

竹馬 柊太郎 英語 新規採用 生徒の皆さんの成長を後押しできるよう頑張ります。  

事務室 佃 基晴  中五島高校 元気に一生懸命頑張ります。  

4 月 8 日（水）、春の陽気に包まれ桜が美しく咲き誇る中、島原高校第

81 回入学式が行われました。今年度は、普通科 119 名、文理探究科 68 名

の計 187 名が、新たに本校の門をくぐりました。新入生たちは、多くのご

来賓や保護者の皆様、そして 2・3 年生の先輩方に見守られ、緊張の面持ち

の中にも未来への期待を感じさせる表情で式典に臨んでいました。新入生

代表宣誓では村田琴子さんが堂々とした態度で意気込みを述べ、代表挨拶

に立った川﨑桃子さんは、「仲間たちと支え合いながら、自分自身の限界を 

突破し、進化していきたい」と力強  

く語りました。職員一同、187 名 

の新入生一人ひとりの成長を全力 

で支えてまいります。 
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校舎内で、新入生研修を終えた１年生とすれ違います。少し緊張した表情で仲間と並んで歩く姿

や、戸惑いながらも教職員に丁寧に挨拶をしてくれる様子に、島原高校の生徒らしい素直さと落ち

着きを感じます。こうした日常の一場面からも、生徒たちが多くの人に支えられながら成長してき

たことや、本校が長年をかけて育んできた学校文化の確かさが伝わってきます。先日、文理探究科主

任が、探究ガイダンスで、数年前に実施したアンケートから読み取れる【島原高校生の気質】の話が

ありました。 

 

＊素直で、礼儀正しく、指示をきちんと守れるところ 

＊挑戦をためらったり、自分から一歩を踏み出しにくかったりするところ 

 

生徒一人ひとりは異なる個性をもっていますが、日々校内で接する生徒の姿と重ね合わせ、この

結果に共感を覚えました。 

近年、「非認知能力」が教育の場で注目されています。粘り強さや協調性、思いやりなど、数値で

は測れない、いわば「数値化できない力」「見えない力」を指します。先のアンケートで示された島

原高校生の気質にある素直さや礼儀正しさ、そして挑戦をためらいがちな一面は、非認知能力の「表」

と「裏」の両面を表しているように感じます。 

一方で、非認知能力は、高ければ高いほどよいという単純なものではありません。教育学者の中山

芳一（なかやま・よしかず）さんは、自身の著書で、非認知能力には必ず光と影の両面があり、「育

てる際には、その裏まで見通すことが重要だ」と述べています。 

たとえば、協調性の高さは大きな強みである一方、周囲に合わせすぎて自分の意見を言いにくく

なることもあります。また、真面目さや責任感の強さは、失敗への不安から新しいことへの挑戦をた

めらう要因になる場合もあります。こうした点は、本校の生徒の姿と重なる部分が多くあります。 

だからこそ、非認知能力の「表」だけを見るのではなく、その「裏」にも目を向け、一人ひとりの状

況に応じた支援につなげていくことが大切だと考えています。 

その際に、私たちが共有していきたい考え方が「GOOD TRY（グッド・トライ）」です。文字ど

おり「よい挑戦」「よくやってみた」という意味で、欧米の学校やスポーツの現場では、結果にかか

わらず挑戦した行為そのものを認める言葉として使われています。結果よりも「やってみたこと」

「一歩を踏み出したこと」など行動に価値を置くこの考え方は、挑戦への心理的なハードルを下げ、

次につながる力があります。 

うまくいかなくても、「やってみたこと」に価値があると伝えること。評価や指導の場面において

も、失敗そのものを否定しない姿勢を大切にすることが、生徒の慎重さや不安を「次へ進む力」に変

えていくと考えています。 

「GOOD TRY」 校長 久保田 幸成 

 

 
私は、生徒一人ひとりが、島原高校の素直さや礼儀正しさを土台に、自分なりのペースで「まずは

やってみよう」と一歩を踏み出せる学校を創りたいと願っています。そのためには、「GOOD TRY」

と認めるまなざしを、学校が主体となって育むことが重要です。日頃から本校の教育活動を支えてく

ださっている保護者の皆様、地域の皆様、そして教職員が、それぞれの立場で生徒の挑戦を温かく見

守り、支えていくこと。その積み重ねが、生徒に安心感を与え、「また挑戦してみよう」と思える土

台になるはずです。 

島原高校が、生徒一人ひとりの可能性を大切にし、失敗を恐れずに挑戦できる場であり続けるよう、

皆さんとともに、生徒の「GOOD TRY」を支援する学校づくりを進めていきたいと思います。 
校長室から  

 

↑入学許可宣言（今年度入学生から新制服） 

新転任の先生方の紹介 
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１年生(８１回生)挨拶・新入生研修 
お子様のご入学、誠におめでとうございます。  

本年度、８１回生の学年テーマは「自立と協調」といたしました。  

「自立」とは、「自分のことは何でも自分でできる」ことであり、言い換えれば「大人

である」ということです。自ら考え、主体的に行動できる生徒の育成を目指してまいり

ます。一方、「協調」とは、仲間を大切にし、互いに高め合える関係を築くことです。そ

れぞれの個性を尊重しながら、行事やテスト等に向けて「クラスで頑張る」という意識

を育てていきたいと考えています。  

これから学年団教職員一同、生徒一人ひとりの成長を支え、全力でサポートしてまい

ります。一年間、どうぞよろしくお願いいたします。  

1学年主任 金子 

 
礼法指導の様子 

 
校内ジオパークの様子 

 
校歌コンクールの様子 

 
２年生(８０回生)挨拶 
８０回生は島原高校の2年生の先輩として、新入生を迎えました。中堅学年となり、

学校行事や部活動など、多くの場面で主役となり活躍する一年間になると思います。

そのような忙しい中でも学年目標「志」の下、校内外の講演会やボランティア、オー

プンキャンパスなど多くの行事に主体的に参加してもらえるように声かけしていき

ます。始業式での校長訓話にありましたが、経験したことから新たに「やってみよ

う」「もっと知りたい」が生まれます。たくさん経験し「志」を高めて自身の進路実

現に向かって成長してほしいと願っています。８０回生で良かったと感じてもらえ

るように頑張ります！ 

2学年主任 池崎 

３年生(７９回生)挨拶 
２０２６年４月を迎え、７９回生は３年生となりました。昨年度まで７９回生の生

徒は、学習や部活動だけではなく何事に対しても一生懸命に取り組み、学年目標であ

る「至誠」を、身をもって体現してくれました。今年度は、最終学年として、部活動

や学校行事等で集大成となることが多くあると思います。今までの活動で培った力

を信じて、活躍してほしいと思います。また、今年度は進路を決める大切な年度とな

ります。７９回生全員が自ら納得した進路先に進むことができるよう、我々教職員は

精一杯サポートしていきます。来年の３月の卒業式を、７９回生全員が笑顔で迎える

ことができるよう、ともに歩んでいきましょう。  

3学年主任 神㟢 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
５月の主な行事予定  

 

 

 

 

 

１４日（木）内科検診２年 

１５日（金）内科検診１年 

１８日（月）避難訓練 

２０日（水）歯科検診１年 

２５日（月）短縮４５分授業（～２９日） 

２７日（水）交通安全講話 

２８日（木）内科検診 

１日（金）内科検診（２年） 

９日（土）ＰＴＡ総会/午前木①～③授業 

１１日（月）単元テスト（３年のみ） 

      文理選択説明会1年 

１２日（火）単元テスト（３年のみ） 

１３日（水）生徒総会 

歯科検診３年 

「文理探究科対面式」 

 ４月１７日（金）６校時に本校アリーナにおいて文理探究科の対面式が実施されました。理数

科時代から続く伝統の行事で、文理探究科の先輩と後輩の絆をつなぐ大切な催しです。新入生代

表の江川心春さんの挨拶から始まり、この５月に文理探究科県大会でステージ発表を行う理数・

国際の代表班がそれぞれの研究発表を行いました。３年生の熱意と取り組みのレベルの高さに新

入生は圧倒されていました。その後、２・３年生から後輩たちへ文理探究科の特色ある研修につ

いてのガイダンスが行われました。ブース形式で 

行われ、新入生だけでなく２・３年生も互いのプレゼ 

ンに耳を傾け、これから始まる新しい１年間に想いを 

膨らませていました。この３学年の絆が島高文理探究 

科の新しい時代を拓いていってほしいと思います。 

〈学校説明会の開催日について〉 
 新しい季節がやってきました。中学３年生の皆さんにとっては進路を決める大事な 1 年の始まり

になります。そこで、島原高校では、学校説明会を以下の日程で開催します。中学生の皆さんや保

護者の方々に、ぜひ参加して島原高校の雰囲気を知ってもらえたらと思います。詳細については中

学校を通じてお知らせします。 

オープンスクール  

【本 校】  ７/３０ (木) 中学３年生対象 

１０/３１ (土) 中学２・３年生対象  ※文化祭のブースの一つとして実施 

     ３/２５（木）中学２年生対象 

中学 3 年生生徒・保護者対象地区別説明会②  

【雲仙市】６/１５(月) 【南島原市】６/１６(火) 

【島原市】６/１７(水) 【北有馬町】６/１８(木) 

 


